
東北震災復興支援 活動報告
京都女子大学 栄養クリニック・食物栄養学科

（２０１４．２．２８ ～ ２０１４．３．３）
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支援ルート（拠点から車で現地まで移動）
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２月２８日（金） 午前 関西出発
東海道新幹線、東北新幹線にて一ノ関経由
夜 ＮＰＯ法人グローバルヒューマン着

３月１日（土） 午前： 宮城県 気仙沼市 旧唐桑小学校 仮設住宅
午後： 宮城県 気仙沼市 鹿折（ししおり）中学校 仮設住宅

３月２日（日） 午前： 岩手県 陸前高田市 旧広田水産高校 仮設住宅
午後： 岩手県 陸前高田市 滝の里工業団地 仮設住宅

３月３日（月） 午前： 宮城県 気仙沼市 五右衛門ケ原運動場 仮設住宅
午後： 関西へ戻る

日 程
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大学参加者
教 員 宮崎由子

宮脇尚志
大学院生 Ｍ２ 山崎朋子 （成田研）

Ｍ１ 兼定祐里 （宮脇研）
高岡あずさ （宮崎研）
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案内のポスター
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今回の支援内容

１．骨密度、内臓脂肪測定 （大学院生：山崎、兼定、高岡）

骨密度 内臓脂肪測定 7



２．血圧測定、栄養相談、健康相談
（教員：宮崎、宮脇、 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋｭｰﾏﾝ作業療法士：景山様）

３．講話：「生き生きと生きるために」（教員：宮脇）

配布冊子：「骨を元気にするレシピ集」

測定結果を基にして結果説明と栄養相談等を行う。
測定の待ち時間に講話を行う。 8
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配布資料
「骨を元気にするレシピ集」



男性女性 合計

３月１日（土） 午前： 気仙沼 旧唐桑小学校 0 10 10

午後： 気仙沼 鹿折（ししおり）中学校 8 9 17

３月２日（日） 午前： 陸前高田 旧広田水産高校 8 22 30

午後： 陸前高田 滝の里工業団地 7 11 18

３月３日（月） 午前： 気仙沼 五右衛門ケ原運動場 7 12 19

合計 30 64 94

参加された方の人数

男性30名 女性64名 合計94名 10



参加された方の年齢分布

平均年齢：75.7±9.2歳 （３２～９３歳）

（人数）
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測定結果
男性 女性

【体組成】 ＢＭＩ(kg/m2) 24.3± 0.7 23.8± 0.5 n.s

内臓脂肪面積(cm2) 92.0± 11.0 69.1± 4.0 p<0.05

肥満者（ＢＭＩ≧25）の割合
（％）

50 33

内臓脂肪蓄積者
（≧100ｃｍ2）の割合（％）

40 21

【血 圧】 収縮期血圧（ｍｍＨｇ） 143.5± 5.3 150.2± 2.6 n.s

拡張期血圧(mmHg) 82± 2.6 86.5± 1.6 n.s

【骨密度】 超音波伝播速度(m/s) 1340.3± 2.5 1347.6± 3.4 n.s

若年成人比較(%) 61.5± 2.4 57.9± 1.7 n.s

同年齢比較(%) 85.3± 2.7 87± 2.0 n.s

(Mean±ＳＥ）
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・平均年齢は約75歳で後期高齢者が中心であった。

・男性の参加者が３割を占めた。
・肥満者及び内臓脂肪蓄積者の割合は男女ともに全国平
均よりも高い傾向を示した。
・ほとんどの参加者が降圧剤を服用していた。
・男女ともに骨密度は年齢平均よりも下回る傾向を認めた。

総 括
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継続的な支援に向けて今後の課題

・支援内容の検討

（今後、どのような支援が期待されているか。どのような
支援が可能か）
・教育の一環としての学生の参加方法
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支援協力
ＮＰＯ法人 グローバルヒューマン

創設： 平成４年４月４日 統括事業本部：滋賀県マキノ町

事業内容：東日本大震災復興支援事業の他、貧困者、出所者の自立支援、社会復帰支
援事業、再チャレンジ事業等

一関市拠点（宿泊場所） 15



支援協力
ＮＰＯ法人 グローバルヒューマンの皆様
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理事長
高橋様

宮本様 小野寺様 穂積様

景山様
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今回の訪問の模様が地元新聞に
掲載されました。


